
平成 31(2019)年度 埼玉県小学生バレーボール連盟緊急理事会 議事録 

 

期 日 2020年 4月 5日（土）9:57～11:53（途中換気のため中断１回） 

会 場 埼玉県県民活動総合センター 205会議室 

出席者 山下会長・相沢副会長・須田副会長・有井副会長・小俣理事長・北田副理事長・笠原副理事長・

大澤副理事長・飯塚副理事長・金子常任理事・松浦常任理事・畔原常任理事・栗原常任理事・ 

徳永常任理事・宮崎常任理事・五味理事・中里理事・兼本理事・鈴木理事・石田理事・江森理事・

大和田理事・梅田理事・河田理事・古田理事  

                

会長挨拶  本当に大変な状況となった。この理事会にて皆さんの意見を賜り進めたい。理事長からの

提案もある。慎重審議をお願いしたい。願いは最大限にリスクを回避することである。 

議 題 

１．協議事項 

（１） 活動再開 

〇小俣理事長    現在の状況はバレーボール活動よりもリスク管理し感染をさせないことが優先。 

          埼玉県要請の 4/13より学校再開と同様とし対外試合再開はGW明けでいかがか。 

〇宮崎北部委員長  学校が再開しても体育館施設が使用不可の場合もある。屋外での練習も検討中。 

〇鈴木経理副委員長 さいたま市の学校再開は 5/6以降である。 

〇北田競技委員長  当該地区のスポーツ少年団の基準にも合わせていただきたい。 

〇徳永南部委員長  チームから再開に関する問合せが多い。県小連として統一してもらいたい。 

 〇石田東部副委員長 個人が外で遊ぶことと、屋外での練習は別のこと。学校再開に合わせるべき。 

 〇小俣理事長    全体で統一したいところだが、地区の現状に合わせ再開していただきたい。 

 〇山下会長     学校再開に合わせる。国・市町村の方針に沿うべきであろう。 

（２） 総合開会式 

 〇小俣理事長    開会式は中止とする。会場のビッグタートルが 5月まで使用禁止のため。 

（３） 総会（承認事項、伝達事項） 

 〇小俣理事長    4/29(予備日 4/26)13:30~県民活動総合センターにて チーム各１名参加とする。 

           総会後、抽選会（カテゴリー別）。上記で開催できなければ書面決議となる。 

 〇山下会長     報告事項は書面にて。承認事項は承認を得る。総会後、抽選会を行う。 

 〇北田競技委員長  抽選会はカテゴリー別で行い、チーム 1名のみ参加とする。 

 〇山下会長     以上の総会の内容でいかがか。                 →全員了 

 〇大澤総務委員長  功労者表彰対象者は５名。総会時に表彰盾をお渡しする。 

 〇山下会長     総務より早めに通達を出して欲しい。会場が使用不可なら総会は中止とする。 

（4）全国指導者 1次講習会 

 〇小俣理事長    5/16・17予定であったが中止である。来年度実施となる。 

（5）全日本バレーボール小学生大会 埼玉県大会予選会 

 〇小俣理事長    全国大会は白紙状態であるが、県としては粛々と準備を進めるべきと考える。 

 〇栗原西部委員長  日小連の方向性が定まらないまま、予選会実施にはリスクも有り疑問が残る。 



 〇北田競技委員長  指導者としては、活動が再開されれば、選手に目標を与えてあげたい。 

 〇畔原東部委員長  GW再開となれば一次予選出場まで練習日数が少ない。リスクが大きい。 

 〇石田東部副委員長 自粛が続いているが、選手へ情報公開し、準備を進め、諦めずに指導をしたい。 

 〇飯塚審判委員長  審判講習会が開催できていないが協力を得て進めたい。幸いルール改正が無い。 

 〇大和田西部副委員長 東京都は 4/7学校再開ができねば全国大会中止とHP掲載があるようだ。 

 →山下会長      都小連の指針であり、主催者の JVAの結論は出ていない。 

 〇宮崎北部委員長  予選会場となるチームの負担軽減のための対策など方向性を統一して欲しい。 

 〇金子強化・指導委員長 開催できることを信じ準備を進めたい。総合開会式の中止は心苦しい。 

 〇兼本強化・指導副委員長 体調を確認するなどの対策を講じ、準備を進めたい。 

 〇山下会長     選手達のために開催に向け必要最低限の準備をしてはどうか。   →全員了 

           開催するための対策等を協議したいが いかがであろうか。 

 〇小俣理事長    試合において出場選手のマスク着用不可（ベンチスタッフ・控え選手は OK） 

           対策として、換気のため窓を開放し暗幕は使用しない・握手はしない等。 

 〇宮崎北部委員長  ３密のうち、密接と密集のリスク回避が困難ではないか。 

 〇北田競技委員長  県大会第１日目（女子）開会式を中止し試合時間に合わせ集合させてはどうか。 

           4/11競技委員会にて地区予選は３チームリーグ戦を勧めるなどの協議する。 

           チーム写真は全体撮影ができないので各チームより提出してもらう。 

 〇笠原経理委員長  新年度予算は 4/12授受できるので、運用可能と考える。 

（6）その他 

 〇北田競技委員長  連盟登録料の件、別紙図式の通りである。 

 〇小俣理事長    次回臨時理事会 4/26午前 開催とする。 

 〇大澤総務委員長  宣誓書は各地区委員長宛て郵送も OK。受領会でボールメーカーのチラシ配布。 

 〇北田競技委員長  4/11受領会実施。混合は各所属地区にて対応をお願いする。MRS登録は完了済。 

           全日本大会女子の競技方法は 4/11競技委員会にて検討する（全県 or地区別） 

 →徳永南部地区委員長 西部地区のチーム数が少ないことの不均等を感じる。検討をお願いしたい。 

 〇飯塚審判委員長  審判講習会が開催可能になれば、各地区審判委員長との連携をお願いする。 

 〇栗原西部委員長  4/11受領会では密集を回避するためチーム毎に時間を割った。  

 →山下会長     各地区で工夫をして開催していただきたい。 

 〇畔原東部委員長  4/29総会後の監査について確認したい。 

 →大澤総務委員長  今回に限り、対面方式の地区監査は行わない。4/26書類にて責任監査を行う。 

 〇小俣理事長    活動再開の件、HP掲載をお願いしたい。対外試合は 5/6まで自粛する。 

           再開はチーム活動拠点の学校再開が目途。活動時間は２時間程度。いかがか。 

                                          →全員了 

有井副会長挨拶 

難しい問題ばかりであったが、協力に感謝する。よろしくお願い致します。 

議事録 総務委員 古田ゆき江 


